
 

 

 

 

 

 

 Ａｌ試料測定におけるスリット幅に対する規格化強度変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受光スリットを１ｍｍから７ｍｍと変えて極点測定を行い、ｄｅｆｏｃｕｓ補正後の 

 規格化強度を比較した。 

 

   

 １ｍｍ，２ｍｍ以外では、ほぼ同一な結果が得られている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１１年０５月１９日 

 

 

 

 

 



概要 

 受光スリット幅によるｄｅｆｏｃｕｓ補正後の規格化強度を比較 

 

 

 

 

 

極点測定条件 

 ＳＣｈｕｌｚの反射法 

 Ｃｕ管球４０ｋＶ－４０ｍＡ Ｎｉ－Ｆｉｌｔｅｒ 

ＤＳ＝１／２ｄｅｇ． ＳＳ，ＲＳは１ｍｍから７ｍｍ 

 バックグランド位置はピークに対して±２．０ｄｅｇ 

 Al{200}= 44.56 

 βｓｐｅｅｄ＝１５０ｄｅｇ．／ｍｉｎ． 

 

データ処理 

 ピーク積分とバック積分のスリット幅は同一とした。 

 バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正、強度の規格化を行う。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は、ＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃによるスリット幅別の多項式近似 
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測定データ     ＢＧ，Defocus，規格化処理 

１ｍｍ     Max=4.18 

 

２ｍｍ     max=3.28 

 

３ｍｍ     max=3.07 

 

 

 

 



４ｍｍ     max=2.98 

 

５ｍｍ     Max=3.04 

 

６ｍｍ     Max=3.00 

 

 

 

 



７ｍｍ     Max=3.00 

 


